
 

平成２５年度事業報告書 

 

社会福祉法人けやきの村 

 

未曾有の大震災・原発事故からの３年が経過しましたが、未だ本当の意味での復旧･復興にはほど遠く、道程

はまだまだ険しいものがあるのが現実です。私たちは、この厳しい環境を乗り越えなければなりませんし、大

地震と原発事故の記憶を決して風化させることなく、社会福祉法人としての使命を果たさなければならないと

新たな決意を胸にするものです。 

本法人は、ノーマライゼーションの理念と利用者の意思決定のプロセスを大切にするとともに、社会福祉法

第３条に規定する「福祉サービスの基本理念」、同第４条の「地域福祉の推進」及び第５条の「福祉サービスの

提供の原則」を基本とした『経営理念』、また中・長期計画としての『経営方針』・『福祉ビジョン』、さらには

職員が利用者本位の質の高いサービスの提供と開発に努め、社会福祉の推進と福祉サービス利用者の自己実現

をめざすための『職員行動規範』を遵守するとともに、利用者の福祉向上を至上命令とし、「職員の意識改革」・

「仕組み，体制の総点検」・「指示系統の徹底」・「意思・意識の共有」を継続して推進しました。    

平成２５年度においても、福島県の県北保健福祉圏域における障がい者福祉の中核的な役割を果たすべく、

けやきの村、青松苑及び静心園の３ヶ所の障害者支援施設を中心に日中活動の場としての生活介護事業、就労

移行支援事業及び就労継続支援Ｂ型事業、在宅サービスとして短期入所事業及び居宅介護事業、生活の場とし

ての施設入所支援事業、サービス利用に係る特定相談支援事業等を実施するとともに、高齢者福祉においても

飯坂北地区の福祉拠点としてデイサービスセンター指定通所介護事業所、指定居宅介護支援事業所、福島市飯

坂北地域包括支援センターと訪問介護・居宅介護を行うけやきの村ヘルパーステーションが、在宅高齢者等へ

の福祉サービスを提供するため、事業計画に基づき事業を実施しました。 

 

第１ 施設の運営管理 

    施設利用者の基本的人権を尊重し、施設環境の保全に努め、施設利用者が生活の場として快適な日々

が過ごせるよう努めました。 

   Ⅰ，施設内外の環境及び備品等の整備 

     ① けやきの村 

        旧館浴室換気扇交換工事 

        旧館浴室マット敷き込み工事 

        旧館北側及び南側和室手摺取付工事 

特殊浴槽ライラック修理 

        新館居室２０８、２０９号室仕切取付工事 

        乾燥機修理 

        非常灯照明修繕 

        配水管改修工事 

        空調機ＧＨＰ室外機等修理 

        医務室用冷蔵庫更新 

        パソコン更新（デスクトップ１台、ノート２台） 

        洗濯機（１台）（福島市市民懇話会・パナソニックＡＶＣネットワーク労働組合様） 

        ファンヒーター６台、ストーブ６台、発電機２台、ジェットヒーター２台寄贈 

        （公益社団法人２４時間テレビチャリティー委員会様） 

        車椅子寄贈（１台）（福島明乳会様） 

② 青 松 苑 

   ギャジベッド一式購入（2 台） 

厨房ガスコンロ 

福祉避難所の備品整備（発電機、石油ストーブ、メガホン等） 

高圧蒸気滅菌装置購入 

給湯管漏水改修工事 



 

厨房ガス給湯器交換修理 

空調機ＧＨＰ消耗品交換修理 

除湿乾燥機寄贈（福島市市民懇話会・パナソニックＡＶＣネットワーク労働組合様） 

③ 静 心 園 

        空調機ＧＨＰ設備修理 

        厨房給排気ファン修理 

        非常用照明器具修理 

        職員用浴室改修工事 

        構内舗装補修工事 

        浄化槽改修工事 

        自走式ミニ除雪機購入 

        厨房用冷凍庫更新 

        物置更新（２台） 

        ３モーターギャジベッド更新（２台） 

        地上デジタルテレビ寄贈（福島市市民懇話会・パナソニックＡＶＣネットワーク労働組合様） 

④ 桃 の 里 

   和室畳替え 

   エアコン室外機修理 

   給湯ボイラー熱交換器交換修理 

   送迎車両購入（4WD 車･中古） 

   石油タンク塗装工事 

   園庭南側段差改修工事 

   浄化槽バッキ室漏水修理 

 

Ⅱ，消火避難訓練及び防災設備等の点検等 

① 毎月１回火災を想定しての避難訓練の実施、また地震、水害等を想定した避難訓練を実施      

し、迅速・適切な避難行動がとれるよう努めました。 

     ② けやきの村と青松苑の合同および静心園において、地域の方々および消防署，消防団、関係団

体の代表者と施設職員による総合防災対策協力者懇談会を開催し、非常事態発生時に備え協力体

制の強化を図りました。 

     ③ 年２回消防設備法定点検を実施しました。 

④ 飯坂消防署による防災設備等の立入検査ならびに夜間防火管理体制検証を受けました。  

⑤ コンセントのたこ足配線や綿ごみ等による自然発火を防止するため、居室内のコンセントの点 

検と電化製品の配線等の点検を実施しました。 

 

Ⅲ，事故防止の徹底 

① 利用者がそれぞれの施設･事業所において安心･安全な生活が送れるよう、ヒヤリ･ハット（イン 

シデント）、事故（アクシデント）報告書による未然防止や再発防止に努めました。 

 
件 数 

内          訳 

転 倒 外 傷 破 損 服 薬 火 傷 その他 

け や き の 村 ４９ ３０ ９ — — ２ ８ 

青 松 苑 ２２ １５ １ — ２ — ４ 

静 心 園 １４１ ５７ ２１ — 9 — ５４ 

ヘルパーステーション（居宅介護･訪問介護） — — — — — — — 

指 定 通 所 介 護 事 業 所  ２ １ — — — — １ 

指 定 居 宅 介 護 支 援 事 業 所 — — — — — — — 

飯 坂 北 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー — — — — — — — 

合 計 ２１４ １０３ ３１ — １１ ２ ６７ 

 

 



 

② ①に記載の件数うち、平成２５年３月１１日付２４自第４６５７号福島県障がい福祉課長名で通 

知のあった事故に該当する事故件数及び内容、経過等 

事故内容 施設名 事故内容及び発生場所 事故発生日 報告書提出日 
改善結果報

告書提出日 

火傷 けやきの村 
居室で沸かしたお湯を別の容器に入れ替える

際に容器が倒れ両足を火傷 
H25.12.27 H26.1.7 H26.1.28 

火傷 けやきの村 
居室でテレビのリモコンを取る際に湯飲みを

倒して右足を火傷 
H26.1.21 H26.1.27 H26.3.31 

インフルエ

ンザ罹患 
けやきの村 

就労及び生活の利用者13名がインフルエンザ

A 型に罹患 
H26.1.28 H26.2.3 H26.3.3 

インフルエ

ンザ罹患 
静 心 園 

入所者 19 名、職員 10 名がインフルエンザA

型に罹患。職員 2 名がインフルエンザ B 型に

罹患 

H26.3.16 H26.3.19 H26.4.17 

③ 事故防止のため、建物内の巡視を日常的に実施し、危険箇所及び危険物の早期発見に努め、整理 

整頓、居住環境の整備に努めました。 

④ 介護中の事故の絶無に努めました。 

⑤ 安全運転管理者の指導のもと、交通事故防止に努めました。 

 

Ⅳ，大規模災害時の防災対策 

     ① 大規模災害の発生に備えて、非常電源の保守点検、食料品など非常備蓄品の計画的な購入、避 

難訓練の実施等、有事に備えました。 

② 福島市内で大規模な災害が発生した際、災害時要援護者が避難する場所として「災害発生時に 

おける福祉避難所の指定に関する協定」を平成２４年２月に福島市と締結しました。平成２５年 

度においては、福島市主催の「福祉避難所に関する各協定先との連絡会議・研修会（平成２６年 

３月２６日開催）」に出席し、福祉避難所として開設を要請された場合の施設側の対応について 

理解を深めました。 

③ 全国身体障害者施設協議会東北ブロック身体障害者施設協議会に加盟している４９施設（けや 

きの村、静心園が加盟）において、大規模災害発生時における物資や人的支援に係る防災協定を 

締結しました。 

 

第２ 地域の在宅要援護高齢者等に対するサービスについて 

    デイサービスセンター指定通所介護事業所・指定居宅介護支援事業所・地域包括支援センター・ヘル

パーステーションにおいてそれぞれの業務を実施し、地域の在宅要援護高齢者等の福祉の向上に努めま

した。 

   Ⅰ．デイサービスセンター指定通所介護事業所 

      介護を要する認知症や疾病等により身体が虚弱、または身体上、精神上の障害により日常生活を

営むのに支障がある高齢者および障害者を対象として、看護職員や生活相談員および介護職員が、

健康状態の確認、食事、入浴、日常動作訓練、レクリエーションを家庭での生活の一部として行い、

安心と信頼のきめ細かいサービスの提供に努めました。 

☆利用状況 利 用 実日 数    ２８４日 

            利用延べ人員  ４，９７９人（前年度比 －１％） 

            平均利用者数    １９．２人（前年度比 ±０％） 

            ホリデー平均    ２．７人（前年度比－２７％） 

 

 Ⅱ．指定居宅介護支援事業所 

    介護保険の基本理念である「高齢者の自己決定の尊重」・「自分らしい生活の継続」および「自立

支援」を基本として、常に利用者の意向を踏まえ、自立支援に向けた居宅サービス計画を作成し、

そのプランに従ってサービスが提供されるよう多種多様の事業者と調整し、利用者やその家族の多

様な希望や要望に対応するよう努めました。また、地域包括支援センター、病院、行政等関係機関

との連携を密にして、公平中立な立場で適正な居宅サービス計画の提供が行えるよう事業所間連絡



 

調整を充実させ、利用者の選択に基づいた支援に努めました。 

      ケアプラン作成  １，２６８件（前年度比 ＋４％） 

      認定訪問調査受託    ２６０件（前年度比－２１％） 

 

   Ⅲ．飯坂北地域包括支援センター 

      高齢者の多様なニーズや相談を総合的に受け止め、高齢者が住みなれた地域で、尊厳のあるその

人らしい生活を継続できるよう、公正・中立な機関として、地域の高齢者等の心身の健康の保持お

よび生活の安定のために、地域の保健・医療・福祉サービスやインフォーマルなど多様な社会資源

を適切に利用できるよう支援するとともに、その保健医療の向上及び福祉の増進を包括的かつ継続

的に支援することに努めました。 

①総合相談支援事業  

相談件数 ２，７８１件（前年度比＋５２％） 

サービス担当者会議 ２７５回（前年度比＋３８％） 

連絡調整 １，５２８回（前年度比 ＋７％） 

②介護予防ケアマネジメント事業 

介護予防プラン作成  ３件（前年度比—２６件）  

介護予防教室の開催 ６９回（前年度比＋２７回）  

住宅改修プラン作成 １件（前年度比± ０件） 要介護高齢者等住宅改修助成事業 

     ③包括的・継続的ケアマネジメント事業 

北方部地域ケア会議の開催 ２回（前年度比 －１回） 

飯坂方部・医師会合同ケア会議開催 １回（前年度比 ±0 回） 

認知症予防プログラム １６回（前年度比＋１２回） 

地域ケア会議（単独） 1 回 

     ④権利擁護事業 

虐待への対応 ３件（前年度比—２件） 

消費者被害への対応 被害予防のための教室を１回開催。その他随時相談 

成年後見制度、日常生活自立支援 制度活用１件。その他随時相談 

     ⑤介護予防支援業務 

ケアプラン作成 １，３３５件（前年度比＋１６％） 

 

Ⅳ．ヘルパーステーションけやきの村 

   利用者が居宅において自立した日常生活または社会生活を営むことができるよう、当該利用者の

身体その他の状況およびその置かれている環境に応じて、入浴・排泄及び食事等の介護、調理・洗

濯及び掃除等の家事ならびに生活等に関する相談及び助言その他の生活全般の援助の適切かつ効

果的な実施に努めました。 

ヘルパーステーションけやきの村サービス提供内容 

介 護 保 険 障害福祉サービス 

延  べ 

利用者数 
派遣回数 稼働時間 

延  べ 

利用者数 
派遣回数 稼働時間 

５２９名 5,546 回 4,485時間 15分 ３７名 ４０５回 ５１３時間４５分 

前年度比

＋９％ 

前 年度比

＋３％ 

前年度比－３％ 前年度比

－16％ 

前年度比 

—64％ 

前年度比－54％ 

    

Ⅴ．けやきの村指定特定相談支援事業所 

      サービス等利用計画の作成により障害福祉サービス利用者の自立した生活を支え、障害者の抱え

る課題の解決や適切なサービス利用に向けて、ケアマネジメントの手法によるきめ細かな支援に努

めました。 

 

 



 

 契約者数 

けや きの村利用 者 9 名 

青 松 苑 利 用 者 4 名 

静 心 園 利 用 者 1 名 

在 宅 障 害 者 4 名 

合 計 18 名 

 

第３ 社会福祉法の施行に伴う対応について 

① 苦情解決責任者、苦情受付担当者、第三者委員からなる苦情解決委員会において福祉サービス

に対する利用者の苦情や意見を幅広く汲み上げ、サービスの改善を図るための苦情解決制度の推

進に努めました。 

   ▽苦情解決委員会の開催 

    日   時；平成２５年６月１１日（火） 午前１１時～ 

    場   所；けやきの村２Ｆ集会室 

    出 席 者；第三者委員・理事長・常務理事・各事業所苦情解決責任者及び苦情受付担当者 

    苦情の内容；下記のとおり（平成２５年度分） 
 

受 付

件 数 

処 理

件 数 

苦   情   内   容 

職 員 の 

対 応 

サ ー ビ ス 

内 容 

説 明 

情 報 提 供 

被害･ 損害 

事 故 
権 利 侵 害 そ の 他 

けやきの村  就労支援事業所 - - - - - - - - 

  〃   生活介護事業所 １ １ ８ １ ２ - - - 

  〃   訪問介護事業所 - - - - - - - - 

青 松 苑 - - - - - - - - 

静 心 園 - - - - - - - - 

指 定 通 所 介 護 事 業 所 - - - - - - - - 

指 定 居 宅 介 護 支 援 事業 所 - - - - - - - - 

飯坂北地域包括支援センター １ １ １ - - - - - 

合 計 ２ ２ ９ １ ２ - - - 

② 利用者主体のサービス、利用者の生活の質やエンパワメントの向上を図るための取り組みとし

て、サービスに対する自己評価を行い、質の高いサービスの継続的な提供に努めました。 

     ③ 法人の機関紙として「けやきの村便り」を年３回発行し、サービス内容に関する情報の提供、

財務諸表，事業報告書等の開示を行い事業の透明性に努めるとともに、障害者制度改革の経過等

についての情報を利用者及び家族，出身世帯等に提供しました。 

     ④ 平成２６年３月３１日から法人のホームページを開設し、サービス内容に関する情報の提供、

財務諸表，事業報告書等の開示を行い事業の透明性に努めました。 

 

第４ 施設利用者へのサービスの提供について 

    施設利用者個々の特性を把握し、その人に適した生活支援、健康管理、就労支援、職業指導および必

要な機能維持のための訓練、介護を行い、適切かつ効果的なサービスの提供に努めました。 

   Ⅰ，支援方針の確立 

      年度当初において、施設利用者個々の態様に適した支援方針を確立し支援を行いました。また、 

年度途中においてモニタリングを実施し、当初の支援方針に基づいたサービスが提供されたかどう

か、支援の効果が適切であったかどうか、施設利用者の充足度や今後の課題等について話し合いを

行い、計画の達成度等について分析評価し、施設利用者の意向を尊重しながら支援方針の見直しを

行いました。 

 

Ⅱ，地域生活移行の推進 

   障害者自立支援法の大きな目標の一つである地域生活への移行について、けやきの村の就労事業

における入所利用者を対象に地域生活体験事業や就職活動等を積極的に行いました。平成２４年度



 

は地域生活移行者はありませんでしたが、継続的に様々な体験を積み重ねることで利用者本人の動

機付けはもちろん、地域生活移行についての父兄の理解を深める機会と考え、今後も様々な体験を

計画的継続的にできるよう推進していきます。 

     総合体験（１泊２日）４回実施、利用者１０名参加 

     調理体験 １回実施、利用者４名参加 

     社会資源体験 １回実施、利用者２名参加 

 

Ⅲ，各種訓練等の実施 

     ① 施設利用者の社会適応性を培うために外出が困難な方を対象に介護外出を実施しました。 

        けやきの村 ２９回 ７４名参加 

        青 松 苑  ９回 １８名参加 

        静 心 園   ４回  ７名参加 

② 一泊旅行を実施しました。 

        けやきの村  東京方面（就労事業利用者）利用者３４名、父兄９名参加 

               リッチモンドホテル西口（生活介護利用者）４回実施、利用者１０名参加 

③ 日帰り旅行を実施しました。 

   けやきの村  いわき方面（就労事業利用者）利用者９名参加 

     ④ バスハイクを実施しました。 

        けやきの村  福  島  市（ヤクルト福島工場、道の駅安達等） 

（生活介護利用者）５回実施、利用者 ２４名参加 

        青 松 苑  会津若松市（大河ドラマ館） ２回実施、利用者 ２２名参加 

               本 宮 市（蛇の鼻遊楽園） １回実施、利用者  ７名参加 

               福 島 市（こむこむ）   １回実施、利用者 １８名参加 

     ⑤ 出身家庭との交流を深めるため、お盆休暇、年末年始休暇を実施しました。 

        お 盆 休 暇  ８月１３日～ ８月１６日（４日間） 

        年末年始休暇 １２月２９日～ １月 ３日（６日間） 

 

Ⅳ，各種行事の実施 

     ① 毎月実施したもの 

        誕生会・園長相談・各種クラブ活動・喫茶・創作活動 

     ② 季節毎に実施したもの 

        花見・納涼祭・老人の日を祝う会・芋煮会・クリスマス会・新年会 

成人の日を祝う会・節分・ひな祭り 

     ③ そ の 他 

        開園記念日・事業開始記念日・アニマルセラピー・福島市福祉作品展への出品・中野地区展

覧展への出品・ゲーム大会・その他各種招待行事等への参加 

 

Ⅴ，健 康 管 理 

     ① 結核検診・成人病検診  年 2 回 

     ② 体重測定・血圧測定   毎月 

③ 嘱託医の出務 

   けやきの村生活介護事業所、静心園は毎週 1 回、けやきの村就労支援事業所、青松苑は毎月

2 回出務して、施設利用者の健康管理にあたりました。 

④ 機能訓練士の出務 

けやきの村生活介護事業所は毎週2回、静心園は毎週3回出務して機能訓練にあたりました。 

  ⑤ インフルエンザ感染予防のため、利用者及び全職員が予防接種をうけました。 

⑥ 口腔ケア対策として、歯磨き指導、除石等を青松苑・静心園で行いました。 

⑦ 平成２４年度から「社会福祉士及び介護福祉士法の一部改正」に伴い介護職員等による喀痰吸 

引等の実施のための制度が整備されました。それに伴い、施設･事業所として喀痰吸引等の医行 

為を実施するため、「登録特定行為事業者」として福島県に登録を行いました。 



 

   障害者支援施設けやきの村 登録番号０７２００００１４（特定） 

事業開始登録；平成２４年４月１日 

実施する喀痰吸引等（特定行為）の行為 

  ◎口腔内の喀痰吸引 

  ◎鼻腔内の喀痰吸引 

  ◎胃ろう又は腸ろうによる経管栄養 

        障害者支援施設青松苑   登録番号０７２００００３０（特定） 

                     事業開始登録；平成２５年１２月１日 

実施する喀痰吸引等（特定行為）の行為 

                       ◎口腔内の喀痰吸引 

                       ◎鼻腔内の喀痰吸引 

                       ◎胃ろう又は腸ろうによる経管栄養 

                     登録番号０７１００００１８０（不特定） 

                     事業開始登録；平成２５年１２月１日 

   障害者支援施設静心園   登録番号０７２００００１５（特定） 

                事業開始登録；平成２４年４月１日 

                実施する喀痰吸引等（特定行為）の行為 

  ◎口腔内の喀痰吸引 

  ◎鼻腔内の喀痰吸引 

  ◎気管カニューレ内部の喀痰吸引 

  ◎胃ろう又は腸ろうによる経管栄養 

  ◎経鼻経管栄養 

 

Ⅵ，給   食 

① 給食サービスの提供にあたっては、委託先の栄養士と連絡を密にするとともに、各施設の給食

委員会にも同席してもらい利用者の要望等を直接伝えることにより、献立・給食の提供方法等に

反映させ、利用者の満足度を高めることに努めました。 

② アンケート方式による嗜好調査を実施し、その結果を献立に反映させました。 

③ 毎月 1 回給食委員会を開催し、施設利用者の要望等をとりいれ献立をたてました。 

④ 施設利用者の要望に基づき、選択メニュー、鍋物、バイキング形式の食事を提供しました。 

   けやきの村 選択メニュー（鍋物、バイキング等を含む） ６１回 

   青 松 苑 選択メニュー（鍋物、バイキング等を含む） １２回 

   静 心 園 選択メニュー（バイキング等を含む）    ５０回 

⑤ 受託業者のおすすめ献立等を積極的にとりいれ、メニューの充実に努めました。 

⑥ 栄養スクリーニングにより個々の健康状態を把握し、栄養マネジメント会議において、関連多

職種共同で栄養ケア計画を作成して、アセスメント、モニタリングの実施により個々の栄養管理

を行うとともに必要に応じて栄養相談を実施しました。 

   けやきの村 栄養マネジメント会議 ２７回開催 

   青 松 苑 栄養マネジメント会議 １３回開催 

   静 心 園 栄養マネジメント会議 ８９回開催 

⑦ 栄養士連絡会を毎月 1 回開催し、給食に関する打合せを行い、給食の質の向上に努めました。 

 

Ⅶ，身体障害者短期入所事業の実施について 

      指定短期入所事業所けやきの村及び静心園において実施しました。 

短 期 入 所 けやきの村 静 心 園 

延利用人員 ６３人（前年度比－１４人） — 

延利用日数 １９７日（前年度比—３５％） — 

実利用人員 １３人（前年度比 —１人） — 

 

 



 

第５ 就労支援及び就労継続支援について 

   ① 社会全体のデフレ不況の中で受注量の減少や、施設利用者の重度化、高齢化による作業能力の低下

も年々高まりつつ中で、各企業からの受注の確保及び新規開拓に努め、次の工賃配分実績をあげまし

た。 

     けやきの村  年間事業収入   １０，９０５，０２２円（前年度比ー１０．３％） 

            月平均工賃（Ｂ型）    １２，８５４円（前年度比－１２．０％） 

             〃   （移行）     ９，０８１円（前年度比—４６．３％） 

             〃   （生活）       ７０７円（前年度比＋４８．２％） 

青 松 苑  年間事業収入    ４，９２５，５３３円（前年度比 ＋３．８％） 

            月平均工賃（Ｂ型）    ２９，７６２円（前年度比 ＋２．０％） 

             〃   （生活）     ６，７９８円（前年度比 －１．５％） 

     【参考】平成２５年度福島県における就労継続支援Ｂ型事業所の月額平均工賃 

１２，８８０円（対前年比＋６．８％） 

         圏域別；県 北 １１，４１９円  県 中 １０，６５６円  県 南 １３，１９３円 

             会 津 １１，５９０円  相 双 １６，２２６円  いわき １８，６７２円 

   ② 就労移行支援事業所（けやきの村）においては、ハローワークや障害者就業サポートセンター等と

の連携の中で、一般企業等への就職者２名を輩出するなど、障害者が地域で自立した生活が送れるよ

う、その基盤づくりに努めました。 

     ・一般企業等就職者数    ２名    ・ハローワーク登録者数   ６名 

・企業採用試験等応募者数 １０名（実人員４名） 

   ③ 特別支援学校の生徒の卒業後の進路対策（卒業後の利用先）として、下記のとおり１２名の生徒の

実習受入れを行いました。 

学   校   名 けやきの村 青 松 苑 

県立大笹生養護学校    高等部２年 ２  

   〃            ３年  １ 

県立郡山養護学校        ３年 ２  

県立福島盲学校         ３年  １ 

福島市立福島養護学校   高等部２年 ２  

   〃            ３年 ２  

福島大学附属特別支援学校 高等部３年 ２  

 

第６ 人材育成・職員の資質の向上について 

① 人材の育成及び人材の確保と一人ひとりの職員の資質の向上及び他職種との連携は、利用者満足度 

を高めるための基盤であるという認識の下、現在の『社会福祉法人けやきの村キャリアパス』に基づ 

く人事制度を更にブラッシュアップするため、情報収集等に努めました。 

   ② 施設利用者のニーズの多様化に対応するため、下記のとおり職員の研修に努めました。 

   けやきの村 青 松 苑 静 心 園 桃 の 里 

回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数 

法人主催 新 任 職 員 研 修 会  １  ５ - -  １   ２ - - 

〃   普 通 救 命 講 習 会  ２ １８  ２  ３  ２  ５ １ １ 

施設主催 勉 強 会 等  - - - -  ６ １２７ - - 

県研修センター主催による研修会 ２７ ３０  ４  ４  ９  １１ ４ ５ 

関 係 団 体 主 催 に よ る 研 修 会 ２５ ３８  ５  ５ １３  １８ １１ １５ 

介護支援専門員協会等研修 会 - - - - - - ４ ５ 

登 録 ヘ ル パ ー 研 修 会  １  ９ - - - - - - 

た ん 吸 引 等 指 導 者 養 成 講 習 会  - - - -  １   １ - - 

た ん 吸 引 等 基 本 研 修 会 （ 特 定 の 者 ）  - -  １  ４  １   ３ - - 

た ん 吸 引 等 基 本 研 修 会 （ 不 特 定 の 者 ）  １  ４  １  １  ２   ２ - - 

 



 

第７ 地域との交流について 

   ① 地域に開かれた施設、地域社会の理解と協力が得られる施設づくりをめざし、平野婦人会等のボラ

ンティア活動の受入れや、桃の里においては中野小学校や飯坂保育所の子供たちとの交流会を行うな

ど地域との交流に努めました。また、中野地区展覧会の実行委員に加わり、地域活動を支える団体と

して一翼を担いました。 

   ② ９月８日けやき祭を開催し、地域との交流に努めました。また、花見会や芋煮会には地域の方々を

招待し、利用者との交流の時間を設けるなど積極的に地域活動を推進しました。 

   ③ 福島市障がい者記念事業の実務担当者として参加し、障がい者週間の啓蒙活動に寄与しました。 

 

第８ 借入金の返済について 

    平成２５年度借入金返済額は下記のとおり     

① 桃 の 里分（独立行政法人福祉医療機構） 

        返済月日 平成２５年８月１２日 元金  １，２００，０００円 

利子        ８０，４００円 

平成２６年 2 月１０日 利子     ６０，３００円（利子のみ返済）   

② けやきの村分（独立行政法人福祉医療機構） 

   返済月日 平成２５年８月１２日 利子   １，２２１，０２５円（利子のみ返済） 

        平成２６年２月１０日  元金  １１，０５０，０００円 

平成２５年２月１２日 利子  １，２２１，０２５円 

 

第９ 理事会・評議員会・監事会等の開催について 

     別紙 1 のとおり 

 

第１０ 一般事業実施報告について 

     別紙 2 のとおり 

 

第１１ 福祉ビジョン「個別目標」の実績報告について 

     平成２４年度～平成２６年度までの 3 カ年の「社会福祉法人けやきの村福祉ビジョン２０１２」を 

作成しました。その初年度である平成２５年度の実績は以下のとおりでした。 

（１）施設、事業所における取り組み 

※記号の説明 △；準備期間  ○；実施期間  ⇒；事業継続の期間 ×；未実施 

区   分 実 施 項 目 ２４ ２５ ２６ 

障害関係共通 

利用者の意向を尊重した個別支援計画に基づく安

心した生活、又は充実した仕事ができるような支援

体制の確立 

○ ○  

アセスメント･計画作成･支援の実施･モニタリン

グ･計画の修整、見直し･再アセスメントのプロセス

を踏まえた個別支援 

○ ○  

利用者に施設･職員を合わせるという視点 ○ ○  

生活介護 

定員超過減算の対象にならない範囲での利用者確

保（詳細は別表１①⑥⑨参照） 
○ ○  

たんの吸引、経管栄養の行為が許容される介護職員

の育成（詳細は第６②参照） 
○ ○  

就労継続支援Ｂ型 

特別支援学校等との連携の強化による利用定員の

確保（詳細は第５③参照） 
○ ○  

地域生活移行希望者に対する社会資源利用や宿泊

体験の事業実施による地域移行の推進（詳細は第４

Ⅱ参照） 

○ ○  

工賃の向上（詳細は第５①参照） ○ ○  



 

就労移行支援 

ハローワーク･障害者職業センター及び障害者就

業･生活支援センター等と連携の強化による一般就

労の推進（詳細は第５②参照） 

○ ○  

施設入所支援 

「障害者が自立した日常生活又は社会生活を営む

ことができるように支援するため」の支援推進（詳

細は第４Ⅱ参照） 

○ ○  

短期入所 

地域の障害者と介護者のニーズ把握 × ×  

けやきの村･静心園の連携による利用率の向上（詳

細は第４Ⅶ及び別表１⑤⑩参照） 
○ ○  

通所介護 

安定した事業継続が可能となる収入（利用者）の確

保（詳細は第２Ⅰ及び別表１⑪参照） 
○ ○  

広報活動の充実 ○ ○  

居宅介護支援 法人内有資格者のケアマネージャー登用等 × △  

地域包括 

介護予防利用者の拡大（詳細は第２Ⅲ②Ⅱ及びⅣ参

照） 
○ ○  

高齢者の権利擁護･虐待防止への取組み強化（詳細

は第２Ⅲ③参照） 
○ ○  

健康教室等の積極的開催（詳細は第２Ⅲ②参照） ○ ○  

地域の高齢者支援の拠点としての機能充実 ○ ○  

居宅介護（障害） 

訪問介護（介護） 

安定した事業継続が可能となる収入（利用者）の確

保（詳細は第２Ⅳ及び別表⑫参照） 
○ ○  

 

（２）地域生活移行に向けた取り組み 

区   分 実 施 項 目 ２４ ２５ ２６ 

相談支援事業 障害者就業･生活支援センター等との連携の強化 △ ○  

居住支援 

障害者住宅の利用促進 × ×  

グループホームの設置検討 × ×  

バリアフリー共同住宅やバリアフリーアパート等

の設置検討 
× ×  

 

（３）法人事務局体制の強化 

区   分 実 施 項 目 ２４ ２５ ２６ 

事務局体制 
経営方針･行動指針に基づく体制の強化 △ ○  

新会計基準への移行 △ ○  

人材育成 

職員の意識改革を促す研修の継続実施 ○ ○  

専門性確立のための研修計画の作成及び実施 ○ ○  

キャリアパスに基づく人事制度構築の推進 △ ○  

サービスの質向上 

サービス自己評価の実施 ○ ○  

第三者評価導入の検討 × ×  

法人内評価基準及び評価体制の確立 × ×  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

①けやきの村生活介護事業所 

実 施 項 目 区分 定員数 
２０年度末 

利 用 者 数  

２１年度末 

利 用 者 数  

２２年度末 

利 用 者 数  

２３年度末 

利 用 者 数  

２４年度末 

利 用 者 数  

２５年度末 

利 用 者 数  
達 成 率 

利 用 者の 確 保 
入所 

５２ 
５２ ５１ ５１ ５１ ５１ ５２ 

１０４％ 
通所  ２  ２  ２  ３  ２  ２ 

  ②けやきの村就労支援事業所（Ｂ型・移行） 

実 施 項 目 区分 定員数 
２０年度末 

利 用 者 数 

２１年度末 

利 用 者 数 

２２年度末 

利 用 者 数 

２３年度末 

利 用 者 数  

２４年度 

利 用 者 数  

２５年度末 

利 用 者 数  
達 成 率 

利 用 者の 確 保 
入所 

６０ 
３２ ３０ ２８ ２７ ２６ ２７ 

９３．３％ 
通所 １３ １７ ２３ ２７ ２７ ２９ 

  ③けやきの村施設入所支援事業所 

実 施 項 目 区分 定員数 
２０年度末 

利 用 者 数 

２１年度末 

利 用 者 数 

２２年度末 

利 用 者 数 

２３年度末 

利 用 者 数  

２４年度 

利 用 者 数  

２５年度末 

利 用 者 数  
達 成 率 

利 用 者の 確 保 入所 ８８ ８４ ８１ ７９ ７８ ７７ ７９ ８９．８％ 

④通所者の送迎利用状況（２０年４月より実施） 

２０年４月 

の利用者数 

２１年３月 

の利用者数 

２２年３月 

の利用者数 

２３年３月 

の利用者数 

２４年３月 

の利用者数 

２５年３月 

の利用者数 

２６年３月 

の利用者数 

増 加 率 

（対前年比） 

６名 １０名 １６名 １８名 ２２名 １９名 ２１名 １１０. ５％ 

   ⑤けやきの村短期入所事業所 

目 標 値 区  分 
２０年度 

実  績 

２１年度 

実  績 

２２年度 

実  績 

２３年度 

実  績 

２４年度 

実  績 

２５年度 

実  績 

達 成 率 

（稼働率） 

稼働率５０％ 

（３６５日） 

延利用者数  ５４  ８５  ７０  ９１  ７７  ６３ － 

延利用日数 ２７０ ３３６ １９７ ２９２ ３０４ １９７ ５４．０％ 

 

⑥青松苑生活介護事業所 

実 施 項 目 区分 定員数 
２４年度末 

利 用 者 数 

２５年度末 

利 用 者 数 
達 成 率 

利 用 者の 確 保 
入所 

３０ 
３０ ２９ 

１００％ 
通所  １  １ 

   

 

 

別表１ 



 

⑦青松苑就労継続支援Ｂ型事業所 

実 施 項 目 区分 定員数 
２４年度末 

利 用 者 数 

２５年度末 

利 用 者 数 
達 成 率 

利 用 者の 確 保 
入所 

１０ 
６ ５ 

７０％ 
通所 ２ ２ 

⑧青松苑施設入所支援事業所 

実 施 項 目 区分 定員数 
２４年度末 

利 用 者 数 

２５年度末 

利 用 者 数 
達 成 率 

利 用 者の 確 保 入所 ４０ ３６ ３４  ８５％ 

 

⑨静心園生活介護事業所 

実 施 項 目 区分 定員数 
２４年度末 

利 用 者 数 

２５年度末 

利 用 者 数 
達 成 率 

利 用 者の 確 保 
入所 

５２ 
４８ ４８ 

９２．３％ 
通所  ０  ０ 

⑩静心園短期入所事業所 

実 施 項 目 区  分 
２３年度 

実  績 

２４年度 

実  績 

２５年度 

実  績 

空床利用 
延利用者数   ６ ０ ０ 

延利用日数 １２５ ０ ０ 

   

⑪通所介護事業所（デイサービスセンター桃の里） 

実 施 項 目 区分 目標値 
２０年度平

均利用者数 

２１年度平 

均利用者数 

２２年度平 

均利用者数 

２３年度平 

均利用者数 

２４年度平 

均利用者数 

２５年度平 

均利用者数 
達 成 率 

利 用 者の 確 保 
平日 １８ １６．３ １５．６ １４．９ １７．３ １９．２ １９．２ １０６．７％ 

ホ リ デ イ １０  ８．２  ６．７ ６．３ ４．５ ３．７ ２．７ ２７．０％ 

  ⑫訪問介護事業所（ヘルパーステーションけやきの村） 

実 施 項 目 区 分 ２０年度実績 ２１年度実績 ２２年度実績 ２３年度実績 ２４年度実績 ２５年度実績 

サービス提供時間 
介護保険 ３，５６１ ４，２６２ ４，２２８ ４，９２１ ４，６３５ ４，４８５ 

障害福祉 １４６ ６９１ １，２４３ １，１２１ １，１１９   ５１４ 

 


